
この度、震災にあわれた主にある兄弟姉妹
の皆様に心からお見舞い申し上げます。卒業
生の奉仕する教会にも深刻な被害がでまし
た。聖書宣教会も 4月の教師会でこの震災に
対する取り組みを検討し、ボランティア活動
を連休明けの 5月 9日（月）から 18 日（水）
まで行うことを決めました。短期間、限られ
た諸教会に支援をお願いしましたが、予想を
はるかに超えた捧げものが備えられました。
諸教会には改めて感謝いたします。
研修生約 30 名が三チームに分かれ、宮古

方面、陸前高田方面、石巻方面に分かれて活
動を展開しました。私が加わった石巻チーム
の最初の奉仕は、大津波に浸かった家の清掃
でした。畳を上げ、床板をはずすと、床下に
は粘土状のヘドロがびっしりと詰まっていま
す。厚さ約十センチのヘドロは黒光りし、独
特のにおいを発しています。それをスコップ
でかきだし、土嚢袋に詰め、外に運び出す。
約十人が二日間働いてやっと一部屋分のヘド
ロを除去することができました。これが付近
一帯の被災した一軒一軒の現実です。
すでに様々なテレビの映像で被災地の広大

な被災状況を見ていましたが、同時に個々の
家々が直面する具体的な被災状況に接するこ
とで、もう一つの現実を知らされました。ま
たこのような中で、復興のために日々自分を
犠牲にして生き生きと奉仕している宣教師や
教会のリーダーたちの姿にも励まされまし
た。私が奉仕した家の家主も、教会を通して
紹介された教会員の実家です。そこで経験し
た多くの出会いに感謝しました。
ところで、このような震災の現実を前にし

て、私には、改めてルカの福音書 13 章の冒

頭のみことばが思い返
されます。ピラトが、
ガリラヤ人たちの血を
ガリラヤ人たちのささ
げるいけにえに混ぜ
た、という事件です。
主イエスはこの報告を
受けたとき、何かコメントすることを期待さ
れていたでしょう。このとき主イエスが語ら
れた応答は、人々の予想をはるかに越えたも
のでした。さらに主は、御自分の主張を補強
するためにシロアムの塔が倒壊し 18 人が犠
牲となった事件にも言及してこのように回答
しています。「シロアムの塔が倒れ落ちて死
んだあの 18 人は、エルサレムに住んでいる
だれよりも罪深い人たちだったとでも思うの
ですか。そうではない。わたしはあなたがた
に言います。あなたがたも悔い改めないなら、
みな同じように滅びます。」
この指摘は、私たちがこの震災を考えると

き、一つの手掛かりとなります。主イエスは、
一部の人々が他の人々より悪いとか、一部の
人が責任を負うべきだという発想ではなく、
私たち全てに対する悔い改めへの警告と理解
しているのです。これは、確かに大きな警告
です。それは単に道徳的な問題ではなく、私
たちの生き方そのもの、社会のあり方そのも
のに関わることです。これまでのような繁栄
の追求自体が変わらなければならないでしょ
う。そのような変革は果たして可能なので
しょうか。もし、それが可能であるとするな
ら、それは主イエスの十字架の福音しかない
ことを改めて教えられています。

巻　頭　言
「ボランティア活動に参加して」

聖書宣教会校長　鞭木　由行
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研修生活主任　赤 坂 　 泉

　東日本大震災で大変なご苦労の中にある皆様
に主の慰めが豊かにありますようにお祈りいた
します。想像や想定をはるかに越える多重の災
禍に、人間の無力を想い、主のあわれみを待ち
望むばかりです。
　3.11 の大地震は学舎も少しばかり揺さぶられ
ました。と言っても建物の被害ではなく、震災
への対応においてです。まず、同窓生と関係教
会の安否情報を確認してウエブサイトに掲示し、
停電等に対応して研修生活の安全確保を図りま
した。電車の不通区間があり、停電で信号も消え、
ガソリンも入手できない状況でしたが、3 月 14
日の卒業式を実施できたことは感謝でした。6 名
の卒業、修了生には特に忘れられない卒業式だっ
たことでしょう。その後もしばらくの間、職員
の在宅勤務等の非日常が続きました。
　高速道路の開通を待って 3.28～30 に津村先生
と赤坂が東北地方へ、3.30 に鞭木先生が茨城と
千葉へと、問安と視察に出かけました。同窓生
の人的被害はなかったものの、教会員や教会堂
の被害は千葉から東北までの広範囲に及んでお
り、救援から復興と宣教へと長期に及ぶ活動が
必要であることを確認させられました。

　4.5 の入会式の頃までには、羽村はほぼ日常を
取り戻していました。今年度は 8 名の兄弟姉妹
が加えられて、30 名が学びと訓練にあずかって
います。
　入会式当日の教師会で、震災の救援奉仕活動
のために年間予定を変更することが話し合われ、
直後に研修生の実行委員会が組織されて活動の
準備が始まりました。ボランティアが減少する
との予測を聞いて、連休明けの 10 日間を設定し
ました。以下、活動の概要をお知らせします。

現地活動期間　5月 9 日（月）～18 日（水）
現地参加者数　34 名
主な活動地域　宮古市、陸前高田市、石巻市

　宮古方面チームは、盛岡聖書バプテスト教会、
近藤愛哉師（45 期卒）の指導と助言を得て、宮
古市と大槌町で、市内唯一の教会、宮古コミュ
ニティチャーチの名前で奉仕しました。期間中
の最大で 5 チーム約 40 人のキリスト者が各地か
ら集まって協働しました。

　陸前高田方面チームは、水沢聖書バプテスト
教会、若井和生師（46 期卒）に助けられて、陸
前高田ボランティアセンターを通して市内で活
動しました。市内唯一の陸前高田キリスト教会
の働きのために祈ってまいりました。
　これらのチームは土曜、日曜は、水沢、盛岡
の教会でそれぞれ奉仕と交わりの時を得ました。
　石巻方面チームは、前半は CRASH の仙台ベー
スに滞在して、石巻祈りの家（阿部一兄）とベ
ンソン宣教師の関係で奉仕し、後半はいしのみ
なと教会に滞在して金谷政勇師（30 期卒）のも
とで奉仕しました。泥出し、清掃から仮設住宅
訪問や炊出し、弁当配付など多様な活動でした。
　鞭木校長は石巻チームの前半、奥田健一先生
が後半に参加、赤坂は陸前高田での 5 日間の後、
宮古と石巻を巡回。職員も現地参加しました。
後方では、羽村で毎日の祈祷会等をもって支援
がなされ、津村先生はこちらに参加しました。
　活動内容については、次頁からの研修生のあ
かしからも多くを想像していただけると思いま
すし、実行委員会が報告のために立ち上げた専
用ブログもご覧ください。宣教会のホームペー
ジの「お知らせ」にリンクがあります。
　この活動のために研修生の奉仕教会、母教会
を中心とする限られた数の教会に物的、財的支
援をお願いしました。短期間に十二分な物資と
多額の献金をお預かりし、車両を貸していただ
いて、活動に専念することができました。宣教
会の働きが確かに教会のわざであることを目の
当たりにし、教会に遣わされて奉仕しているこ
とを実感することにもなりました。現地でも、
活動期間中もその前後も、多くの主の民との不
思議な連携を実感しました。活動後に少し体調
を崩した者たちもおりましたが、主の支えを感
謝しています。
　今後も活動が継続します。夏期伝道実習の一
環で、いしのみなと教会で奉仕するチームがあ
り、各地域を再訪して奉仕することを願ってい
る者たちもおります。引き続きお祈りください。

　5.19 から授業を再開した学舎では、平常の学
びと訓練に加えて、5.24 の祈りの日、6.3,4 の
特別講義、6.3,6 の特別講演と恵みが続きました。
詳述できないのが残念ですが、主のご主権のも
とで教会のわざが続いています。感謝。

聖 書 神 学 舎 か ら
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救援奉仕活動に参加しての報告とあかし
救援奉仕活動実行委員長　加 藤 秀 典

震災から約二ヶ月が経つころ、私たちは被災地に立ちました。
震災直後、私自身は、被災者に接することへの戸惑いや放射能に対する不安、そんなことが脳裏をかすめ、
その足をなかなか被災地に向けることが出来ずにいました。
そして「やっときた」被災地。そこで私たちは何ができたのか。それは被災地におけるただ一滴の水の
ようだったのかもしれないと思わされます。広大な瓦礫の世界で、一滴の水は何にも意味をなさないよう
に思われました。被災された方々に私たちがしたことなど、一瞬ののどの渇きをも潤せない、せいぜいで
舌先に感じるかすかな湿り気くらいではなかったか。しかし、「それでいいのだ」とある牧師より教えら
れました。「主は召してくださったクリスチャンのその一滴を無駄にはされず、ご自身の主権の中でやが
て必ず実を結ばせてくださる。」
すべての結果を主におゆだねし、皆様のご支援に感謝しつつ、ここに報告させていただきます。

宮古方面チーム
リーダー　本科３年　矢 吹 　 祈

世界一のスーパー堤防を擁し、津波対策に絶対
の自信を持っていた「宮古市田老地区」。その地
に立った私たちの目の前には、「世界一の堤防」
を易々と越えた波のもたらした甚大な被害の跡が
広がっていた。人間の無力さを心底思いつつ、活
動を行った。
孤立した集落への物資配布、訪問を行った。迎
えてくださる方々はとても温かく、喜んで迎えて
くださった。教会の名による活動が既に一ヶ月半
の間なされ、畑は耕され、種は蒔かれていた。そ
して、活動最終日に行われたコンサートには、考
えられないほど多くの方々が集まった。福音宣教
の継続の重要性と、東北の地で神様がなされよう

としておられる御業の一端
を垣間見た気がする。
訪問で話を聞かせていた
だき、宮古の方々の根が深
い心の痛みも知った。
目撃者として、その痛み
を癒すことができる唯一の
主を宣べ伝える責任の重み
を感じている。そして、こ
の地の全ての人に福音を、
と切に祈り求めている。

本科２年　姜  明 善

韓国人の私は大きな地震と津波の被害を初めて
目にしました。私は地震と津波の怖さを知りませ
んでしたし、ニュース報道を見ても良く理解が出
来ませんでした。
今回の救援奉仕活動を通してその怖さを知り、
言葉に出来ない悲しみを見ました。悲惨そのもの
でした。そこに住んでいる方々に外国人である私
が、どのように慰めれば良いのか。それが悩みと

なりました。しかし、そこには沢山の勇気、希望、
協力、交わりがありました。力を合わせて互いに
支え合う。これは奉仕者だけではありませんでし
た。被災されている方々が自ら隣人のために自分
を犠牲にする。
けれども、一つ
残 念 な 事 は そ の
方々がまだ、真の
神様を知らない事
でした。互いに助
け合い、慰め合う
けれども本当の慰
めには辿りついて
いませんでした。そこで見た、片付けも終わって
いない家に飾ってある真新しい神棚が思い出され
ます。それが聖書に代わるその日まで祈り続けた
いと思います。

陸前高田方面チーム
リーダー　本科4年　伊 東  勝 哉

堤防から眺める海はとても穏やかでした。
一方、背後には見たこともないほどに傷ついた
景色が広がっていました。このコントラストがこ
とばを失わせました。そこにどのような時間が流
れてきたのでしょうか。どれだけの人が涙を流し
てきたのでしょうか。その土地に初めて来た私た
ちの心をそのような複雑なものにするのであれ
ば、その土地を愛し、愛する人々を失った方々に
とってどれほどの痛みでしょうか。
あるご家庭に伺い、泥まみれになった食器を洗
い、棚に戻す作業をしました。初めは泥の塊にし
か見えなかったものも、家人にとって、一つひと
つに思い出や愛する人との時間が詰まっているこ
とを教えられました。棚に戻った食器を眺めるご
主人の笑顔が輝いていました。今回の活動の中で、
私達は主の語りかけを聞きたいと願い求めてきま
した。
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